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１．事務事業編とは（法律で定められている事項）
事務事業編とは？
地⽅公共団体が実施している事務・事業に関し、「温室効果ガスの排出量の削
減」と「温室効果ガスの吸収作⽤の保全及び強化」に取り組むための計画です。

全ての都道府県及び市町村並びに特別区及び⼀部事務組合、広域連合に策定と
公表が義務付けられています。

事務事業編には、必ず記載しなければならない内容があります。
（地球温暖化対策の推進に関する法律）
第⼆⼗⼀条
２ 地⽅公共団体実⾏計画は、次に掲げる事項について定めるものとする。
⼀ 計画期間
⼆ 地⽅公共団体実⾏計画の⽬標
三 実施しようとする措置の内容

事務事業編に記載しなければならない内容は？
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◯事務事業編は全庁的な計画であり、他部局の協⼒が不可⽋な計画です。しかし、温室効
果ガス総排出量の削減だけでなく、光熱⽔費の削減や、施設管理の効率化等、様々な効
果がある計画でもあります。

◯地⽅公共団体⾃⾝に対しての効果に加え、地域全体への効果も期待されます。

基本的な考え⽅

事務事業編の効果

事務事業編の策定

地⽅公共団体
⾃⾝への効果

環境部局

営繕部局

管財部局財政部局

地域全体
への効果・具体的な知⾒の蓄積

・対外的なPRへの利⽤

・ライフサイクルコスト
の削減

・低炭素化の技術⼒向上

・取組の模範が⽰される
・温室効果ガスの排出量の
実質的な削減

・グリーン購⼊関連市場の
拡⼤

全庁的・横断的
・光熱⽔費の削減
・省エネ法、算定・報告・公表
制度との連携による相乗効果

・区域施策編策定への知⾒

・ランニングコスト（光熱⽔費等）
の削減

・施設管理の効率化

１．事務事業編とは（様々な効果）
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２.事務事業編マニュアルについて

〇環境省では、事務事業編を策定・実施するためのマニュアルを公開しています。
〇マニュアルには本編と簡易版があり、全ての情報を網羅した本編と、必要最⼩限の情報
を平易に書いた簡易版を⽤意しています。

基本的な考え⽅
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策定・実施マニュアル（本編）
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Ver.1.0
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地⽅公共団体実⾏計画（事務事業編）
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Ver.1.0
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地⽅公共団体実⾏計画（事務事業編）
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Ver.1.0

平成30 年３⽉
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策定・実施マニュアル（本編） 策定・実施マニュアル（簡易版）

＜対象者＞
 ⼩規模な地⽅公共団体
 初めて地球温暖化対策
に触れる担当者

＜特徴＞
 必要最⼩限の情報
 平易な表現
 すんなり読める57P
 地球温暖化対策に関す
る基礎知識、キーワー
ドのひとこと解説集

 便利なひな形付き

＜対象者＞
 全ての地⽅公共団体
 地球温暖化対策に馴
染みのある担当者

＜特徴＞
 全ての情報を盛り込
んだ完全版

 PDCAの流れに沿っ
て解説

 コラムなども充実
 325Pと詳細な内容
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３.マニュアル本編と簡易版の違い（全体）

〇マニュアル簡易版では、詳細なパターン分け等を省略し、項⽬を絞って説明しています。

基本的な考え⽅

策定・実施マニュアル（本編） 策定・実施マニュアル（簡易版）

簡易版では、◯の
場合、△の場合等、
詳細なパターン分
け等が省略されて

います。

必要なステップ
は本編と同様に
網羅しています。



5

３.マニュアル本編と簡易版の違い（⽬標設定）

〇マニュアル本編では3種類の⽬標設定の仕⽅とそれぞれのメリットデメリットを紹介し、
その後詳細な⼿法を紹介しています。簡易版では環境を専⾨としない担当者にも策定可
能なよう、最も簡便な⼿法2種類に絞って紹介しています。

基本的な考え⽅

策定・実施マニュアル（本編） 策定・実施マニュアル（簡易版）

それぞれの⼿法を詳細
に説明

2種類に⼿法を絞る
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３.マニュアル本編と簡易版の違い（措置）

〇措置についても、本編では全ての分野ごとに詳細に措置を網羅しています。詳細かつ専
⾨的な内容です。簡易版では代表的な措置を抽出し、記載しています。

基本的な考え⽅

策定・実施マニュアル（本編） 策定・実施マニュアル（簡易版）

それぞれ
詳細に網
羅

①基盤的
な取組

施設整備に係る情報の整備

意識啓発などの取組

グリーン購⼊・グリーン契約等の推進

環境マネジメントシステムの導⼊

②建築物 運⽤の改善

低コストでの設備の改善

設備の改善

③公⽤⾞ 燃費性能の優れた輸送⽤機器の使⽤

排出削減に資する電源⼜は燃料の使⽤

排出削減に資する運転⼜は操縦

代表的なものを抽出し記載
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４.マニュアル簡易版について

〇3万⼈以下の⼩規模な地⽅公共団体の担当者や、初めて地球温暖化対策に触れる担当者の
⽅は、ぜひマニュアル簡易版を活⽤してみてください。

https://www.env.go.jp/policy/local_keikaku/manual.html

基本的な考え⽅

※マニュアル簡易版は、現在改訂作業中で（改訂版は11⽉に公開予定）です。

マニュアル簡易版を使⽤して、事務事業編を策定してみましょう！


